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Ⅰ 輸血用血液製剤使用状況 Ⅱ 疾病別輸血状況

Ⅲ 年代別及び男女別輸血状況（実人数） Ⅳ 入院･外来・訪問別輸血状況

【調査概要】

調査対象 平成28年1月1日から同年12月31日までに血液製剤の供給実績があった、都内診療所

対象期間 平成28年1月1日から同年12月31日までの1年間

調査方法 平成29年2月14日(火）に別紙「調査票」を各医療機関管理者宛てに郵送

回答方法 郵送又はファクシミリ
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